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知覚造形論　１：服飾形態論
　きみはベルボトムのジーンズの意味をしっているか
　私のデザイン講義ではこの意味深な会話から講義が始まりま
す。デザインの基本は　用・強・美です。用は使い勝手で機能
性　強は強度や安全性やサステナブル　そして美　しかしなが
ら美が最も難しく構築しにくいものです。どのようにデザイン
すれば　美が生まれるのでしょう。　デザインした後　流行があり
なんとなく決定されるのでしょうか。とても難しい問題です。
　学生になぜ　ベルボトム（通称：ラッパズボン）はあんな形
をしているのか考えたことがありますかと問いてみると　ほと
んどの学生は　ないと　答えます。次に　なぜ　あのように裾
が広がっているのかと問うと
　・なんとなく　・わからない　・動きやすいから　・かっこ 
　　いいから　などの回答です。
　裾が広がっていて動きやすいとはとても思えませんし、かっ
こいいというのも　私は正直思いませんでした。私は「ぷ」と
笑ってしまうような　変な感じのデザインと感じています。
　この裾拡がりのデザイン形態論はなぜ生まれたのでしょうか。
　髪型一つとっても戦争時代は丸坊主です。洗い安いから、ま
た負傷した場合に縫合など極めて迅速に手当てをすることが必
要な為です。また戦闘機のデザインも敵を攻撃する為また敵か
ら逃げる為に極めて機能的に機体を設計する必要があります。
つまり戦争時代は攻撃的・守備的が大原則の機能的なデザイン
が必要なのです。
　例えば軍服に至っても走りやすさを重要視しゲートルで足首
を締め付けるデザインをしています。戦争中に民間人の着るも
んぺにしてもそうですが走りやすく非難しやすいファッション
といえるでしょう。
　平和のデザインはそうではありません。髪を伸ばし、平和で
あれば軍服やもんぺのように足首を締め付ける必要はないので
す。ロン毛は長く整えるのにも時間はかかりますが、合理的な
戦争時代には行えなかったファッションです。またベルボトム
のジーンズも裾が広がり歩きにくく、目立つことから戦争時代
には考えられないファッションといってよいでしょう。つまり
ロン毛とベルボトムは戦争時代に制限されたアンチファッショ
ンを身につけることで、平和を表現しているのです。そのため
ヒッピーと呼ばれた人たちはロン毛でベルボトムのジーンズに
ギターをひく姿で歴史上認識されています。
　結果ベルボトムのジーンズは平和のシンボルとして語り継が
れています。ただ面白いから　ただかっこいいから　ただヨー
ロッパでは流行っているからなんとなく　ということではなく、
平和の象徴という概念からデザインされた形態といっていいで
しょう。
　デザインをする上でまた美のシンボリズムを構築する上でな
かなか機能以外をベースにした論理的なデザインは構築しにく
く、人々に理解されるのは時間がかかるのかもしれません。言
論・思想・宗教・政治・哲学・倫理・芸術すべてを考え構築する。
このようにデザインと社会性・思想は非常にリンクしていると
いえます。
　またベルボトムのジーンズのようにはじめは「ぷ」と笑って
しまうような形態のデザインでもそのデザインの意図を知って
からは認識が変わりすばらしくまた美しく思えるというデザイ
ンは理論的に美に関して構築されたデザインといえるでしょう。
知覚造形論　２：空間色彩論
　真っ白な空間　アブストラクト・ホワイト
　−長岡造形大学　学生ラウンジ改築設計より−
　デザインの基本は　用・強・美です。用は使い勝手で機能性
　強は強度や安全性やサステナブル　そして美　しかしながら
美が最も難しく構築しにくいものです。どのようにデザインす
れば　美が生まれるのでしょう。　デザインした後　流行があ
りなんとなく決定されるのでしょうか。とても難しい問題です。
長岡造形大学内の学生ラウンジはコンクリート打ちっぱなしの
空間でした。
　そこにホワイトを使った真っ白な空間をデザインする。
　白は汚れるからよくない。真っ白は大学らしくないからよく
ない。白はメンテナンスが難しいからよくない。など多くの意
見が寄せられました。しかしながら私は最後まで白い空間にこ
だわりました。しかしなぜ白い空間にこだわるのか。なぜ真っ
白な空間が単なる流行のファッションではなく論理的に美しい
空間といえるのかが重要です。
　戦後まもなく米軍が日本に上陸し、銀座や日本橋といったと
ころに出入りするようになり、米軍を見た日本人はじろじろ見
ていたそうです。外人が珍しく見ていたのではなく、その米軍
が着ていた真っ白いＴシャツを見ていたそうです。しかしなぜ
日本人が真っ白いＴシャツを見ていたのでしょう。敗戦直後の
日本には白いものは一切なかったのだそうです。
　戦争中に物資は乏しく、雑巾に至るまでぼろぼろであり、膨
張色である白色は敵から発見されまた飛行機から狙い撃ちされ
る為敬遠されます。許される色彩ではなかったのです。反射す
る窓やガラスはすべてテープで目張りされ、屋根も膨張色のも
のは塗りなおしをされたそうでうす。物資乏しく服・靴や手ぬ
ぐい、や靴下すべてが使い込まれ色褪せていたそうです。
　ホワイトは戦争中では使う事・見る事ができる色彩ではない
カラーであるといえます。平和になったいま我々は精神的・文
化的に豊かになり白色を選択しデザインに利用することが可能
なのです。
　また　白色は汚れやすく・メンテナンスが大変です。しかし
こまめにメンテナンスができるということは平和でなければ出
来ません。また精神的・文化的ゆとりがなければ出来ないもの
なのです。それは日本の伝統建築である金閣寺や桂の離宮など
も同じで、あるレベルの精神的・文化的なゆとりがある時代に
構築された事を考えれば相応しいでしょう。
　真っ白の空間を構築できるということ、また白色を白く維持
する事はその場所が平和であり、また文化レベルが高いところ
であると信じています。
　私がデザイン・設計した学生ラウンジ「アブストラクト・ホ
ワイト」が白く維持されメンテナンスされているうちは平和で
あり大学の文化レベルが高いであろうというバロメーターにな
っています。
　話は変わりますが、犯罪の事例でもいえます。ブロークン・
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１：服飾形態論
ウィンドウズ・セオリーという理論があります。壊れている窓
や落書きなどが街にあるとそれに誘発され犯罪が増殖してしま
うという考え方です。ニューヨークは犯罪が多く困った市長が
壊れている窓を直し、壁の落書きを消して、落ちているごみを
拾う。この行為のみで犯罪が減少した事例があります。整理整
頓されたすっきりとした街は人間の行為を正常に戻すという心
理をうまく利用しています。
　色彩一つとってもデザインは言論・思想・宗教・政治・経済・
倫理・芸術などありとあらゆる考えを読み取りデザインに反映
しているといえましょう。その中でも戦争と平和という２項対
立はもっとも大きなデザイン思想の柱となっているといえるの
ではないでしょうか。
　このラウンジのように真っ白で　大学らしくない　メンテナ
ンス大変そう　流行っぽい　がいいのかな　と思えるデザイン
でもそのデザインの意図を知ってからは認識が変わり、美しく
思えるというデザインは理論的に美に関して構築されたデザイ
ンといえるのではないでしょうか。
２：空間色彩論
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